
チーム「ko」
チーム「ra」

SS

進め方は、2ステップ!

キ
ッ
ト

キ
ッ
ト
を
使
っ
て
楽
し
く
学
ぶ

みみ
んん
なな
でで
考
え
る
、

考
え
る
、

未
来
の
ま
ち

未
来
の
ま
ち

　

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
さ
い
た

ま
市
っ
て
、
ど
ん
な
ま
ち
？　

さ

い
た
ま
市
は
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な

ま
ち
に
な
る
の
？　

公
園
が
た
く

さ
ん
あ
る
ま
ち
？　

交
通
が
便
利

な
ま
ち
？

　

創
刊
20
号
を
迎
え
るkorekara

で
は
、
さ
い
た
ま
市
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
考
え
て
み

た
い
と
思
い
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
企
画
。「
ま
ち
づ
く
り
キ
ッ

ト
」
を
使
い
、
自
分
た
ち
が
「
ず

っ
と
住
み
続
け
た
く
な
る
」「
訪

れ
た
く
な
る
」
さ
い
た
ま
市
の

未
来
を
描
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
４
〜
５
人
ご
と
に
チ
ー
ム

を
つ
く
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が「
住
み
続
け
た
い
」と
思
う
ま
ち
を
大
学
生
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
ま
ず
は
、
ど

の
よ
う
な
ま
ち
に
住
み
続
け
た
い
の
か
、テ
ー
マ
を
決
め
て
、そ
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
ま
ち
を
地
図
上
で
表
現
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

作
業
が
始
ま
る
と
、「
遊
園
地
を
つ
く
ろ
う
！
」「
病
院
も
必
要
だ
ね
」

と
活
発
に
意
見
が
飛
び
交
い
、
施
設
カ
ー
ド
を
次
々
に
配
置
。
さ
あ
、

ど
の
よ
う
な
ま
ち
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
。

施
設
に
使
え
る
コ
ス
ト
に
は
、

限
り
が
あ
る
！

　

ま
ち
づ
く
り
に
は
、
限
ら
れ
た
予
算
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
カ
ー
ド
の

右
上
に
つ
い
て
い
る
数
字
は
、
施
設
を
つ

く
る
た
め
に
か
か
る
金
額
「
コ
ス
ト
ポ
イ

ン
ト
」
で
す
。
合
計
２
０
０
０
ポ
イ
ン
ト

を
上
限
と
し
て
カ
ー
ド
を
地
図
に
置
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
コ
ス
ト
計
算
表
を
使
っ

て
計
算
し
な
が
ら
、
施
設
カ
ー
ド
を
配
置

し
て
い
き
ま
す
。
施
設
カ
ー
ド
は
、
同
じ

も
の
を
複
数
枚
使
用
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

３
つ
の
視
点
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
事
！

　

施
設
カ
ー
ド
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
大
事

な
「
環
境
（
緑
色
）」「
生
活
（
水
色
）」「
経

済
（
オ
レ
ン
ジ
）」
の
３
つ
の
視
点
を
表
し

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
を
持
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

「
コ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
」
と
は
違
い
、
計
算
し

な
が
ら
地
図
に
置
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
て
い
る
と

理
想
的
な
ま
ち
に
な
り
ま
す
。

自
分
た
ち
だ
け
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
施
設

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
！

　

自
分
た
ち
の
ま
ち
の
テ
ー
マ
に
合
っ
た

施
設
を
１
つ
だ
け
、「
ス
ペ
シ
ャ
ル
施
設
」

と
し
て
、
ポ
イ
ン
ト
に
関
係
な
く
、
何
で

も
自
由
に
つ
く
っ
て
配
置
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、「
ス

ペ
シ
ャ
ル
施
設
」
の
配
置
場
所

に
コ
イ
ン
を
置
き
、
ど
の
よ
う

な
施
設
に
な
る
の
か
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク

に
、
自
由
に
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
も
ら
い

ま
し
た
。

鉄
道
や
道
路
が
増
や
せ
る
！

　

地
図
に
は
既
存
の
鉄
道
や
道
路
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
必
要
に
応
じ
て
ペ
ン

で
自
由
に
描
き
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
ち
の
テ
ー
マ
を
１
つ
決
め
ま
す
。「
お
年
寄
り
に
優

し
い
ま
ち
」「
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
ま
ち
」な
ど
、
テ
ー
マ

は
自
由
で
す
。

　

さ
い
た
ま
市
の
地
図
に
色
分
け
さ
れ
た
カ
ー
ド
を
置
い

て
、
皆
で
決
め
た
テ
ー
マ
に
合
っ
た
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

な
ぜ
そ
の
カ
ー
ド
を
選
び
、
な
ぜ
そ
の
場
所
に
配
置
す
る

の
か
、
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
ま
す
。

ま
ち
の
テ
ー
マ
を
決
め
よ
う

地
図
に
施
設
カ
ー
ド
を
置
い
て
、

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
ま
ち
を
つ
く
ろ
う

2 1

「まちづくりキット」
を使った

ワークショップの進め方

埼
玉
大
学
大
学
院

理
工
学
研
究
科
准
教
授

深
堀
清
隆
先
生

監修

（
）

「
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」の

や
り
方
は
？

限られたコストで自由にまちを描く。
子どもたちがつくった「住み続けたいまち」は、
次ページで発表！

チーム「ka」

秋田さん、有本（爽）さん、有本（楓）さん、石黒さん、
井上さん、片野さん、澤本さん、  平 さん、田中さん、
鳥山さん、早川さん、牧野さん、町田さん、松本さん、
森 さん、山崎さん、吉田さん、吉武さん 

環境共生学科４年生 王さん
環境共生学科４年生 倉片さん
大学院２年生 金野さん
大学院２年生 中川さん（50音順）

参加していただいたのは…

埼玉大学教育学部附属小学校 ６年生 18名 埼玉大学 学生4名

チーム「re」
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単純に観光、商業、文化施設ということではなく、その場所
の伝統や文化を考えて、地域の個性を引き出していますね。

緑の役割分担が良いですね。
スペシャル施設のほか、郊外では自然
を残す大きな緑地、中心部には身近な
公園や緑地を使い分けています。

チーム
「ka」

チーム
「re」

チーム
「ko」

・安全面を考えて、駅の近くには消防署や病院を。安全面を考えて、駅の近くには消防署や病院を。中心部を離れた人口の少ないところ中心部を離れた人口の少ないところに発電所やに発電所や
工業団地、トラック基地を配置。工業団地、トラック基地を配置。コミュニティバスで、ショッピングモールと観光施設をつないだ。コミュニティバスで、ショッピングモールと観光施設をつないだ。

・スペシャル施設は、スペシャル施設は、観光名所にもなる空港と、自然がたく観光名所にもなる空港と、自然がたく んあるテーマパーク。んあるテーマパーク。

・ いたま市にあるサッカーや鉄道、うなぎなどのいたま市にあるサッカーや鉄道、うなぎなどの伝統を守り伝統を守り、
見沼田んぼにある見沼田んぼにある自然を残しながら自然を残しながら、大宮駅を囲むように大型商業施設を配置した。、大宮駅を囲むように大型商業施設を配置した。

・コミュニティバスを主体として、・コミュニティバスを主体として、
病院や学校などの施設をつないだ。病院や学校などの施設をつないだ。

・大宮駅は鉄道が集中して交通が便利だが、・大宮駅は鉄道が集中して交通が便利だが、
浦和駅東側も便利になるように鉄道を描き加えた。浦和駅東側も便利になるように鉄道を描き加えた。

・ いたま市には遊ぶところが少ないので、いたま市には遊ぶところが少ないので、
たくたく んの木を植えて遊園地をつくったんの木を植えて遊園地をつくった。

緑と施設をセットで置くというのは、

自然と開発のバランスを考えていて、

まちづくりでは大切な考え方です。

深堀
先
生
の
コメント

深堀
先
生
の
コメント

深堀
先
生
の
コメント

深堀
先
生
の
コメント

自然と伝統の残る住みやすいまち自然と伝統の残る住みやすいまち
「 いたまタウン（大型商業施設）」

テーマ

スペシャル施設

安全で活気のあるまち安全で活気のあるまち
「美園空港・岩槻ランド」

テーマ

スペシャル施設

「ハイジの森」

緑が多くて緑が多くて
落ちついたまち落ちついたまちテーマ

スペシャル施設

住みやすくて楽しいまち住みやすくて楽しいまち
「緑の遊園地」

テーマ

スペシャル施設

　子どもたちが自由に描いた「住み続
けたいまち」には、子どもたち

ならではの新鮮な発想がたくさん詰ま
っていました。監修をお願い

した深堀先生に、それぞれのチームに
コメントをいただきました。

子どもたちの

「住み続けたいまち」が完成

こんなまちが、できました！

老人ホームは、老人ホームは、
自分たちが年をとった自分たちが年をとった
ときのために必要。ときのために必要。
緑の多いところに緑の多いところに

つくりたい！つくりたい！

太陽光発電や学校を太陽光発電や学校を
もっと入れたかったけど、もっと入れたかったけど、

コストが高かった。コストが高かった。

病院はコストが病院はコストが
高いけれど、必要。高いけれど、必要。

チーム
「ra」

 「 ハイジの森」は、 「 ハイジの森」は、
水と緑のテーマパーク。水と緑のテーマパーク。
カフェやアトラクションがカフェやアトラクションが

いっぱい。いっぱい。

SS

人が住んでいる人が住んでいる
ところの近くには、ところの近くには、
病院や消防署を病院や消防署を

配置した。配置した。

自然公園と住宅、自然公園と住宅、
ショッピングモールと緑地など、ショッピングモールと緑地など、
緑と人工のものをセット緑と人工のものをセットにすると、にすると、

まちが汚れない。まちが汚れない。

交通が不便な交通が不便な
ところには、ところには、

線路を伸ばした。線路を伸ばした。

※それぞれのチームで地図とスペシャル施
設を作成しましたが、今回はチーム「ra」を

代表として掲載しています。

広い緑地空間の見沼田んぼ周辺に、商業、観光施設、農園を置き、
コミュニティバス、レンタサイクルで結んでいます。
地域の魅力的な資源を上手に使っていますね。
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「
ま
ち
づ
く
り
キ
ッ
ト
」

は
、さ
い
た
ま
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
「
ま
ち

づ
く
り
キ
ッ
ト
」
は
ポ
ケ
ッ
ト
版

で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
実
際

に
使
っ
た
キ
ッ
ト
よ
り
小
さ
い

サ
イ
ズ
に
な
り
ま
す
。
ご
家
庭

で
キ
ッ
ト
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

し
て
、
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

体
験
し
た
い
と
い
う
団
体
の
皆

さ
ん
は
、
都
市
総
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
皆
で
話
し
合
い
な
が
ら
１
つ
の
ま
ち
を
つ
く
っ
て
み
て
、

何
に
気
づ
き
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
た
の
で
し
ょ
う
。
サ
ポ
ー
ト
役
と

し
て
参
加
し
た
大
学
生
に
も
、
感
想
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

※「さいたま市都市計画マスタープラン」とは……さいたま市の都市計画に関する基本的な方針。平成17年に策定したプランを平成26年４月に改定しました。

チーム「ko」
・コストを考えるところが、現実的でおもしろかった。・コストを考えるところが、現実的でおもしろかった。

・身近な公園は、コストが低い割には皆が楽しめるの・身近な公園は、コストが低い割には皆が楽しめるの
で、自分の家の近くにも欲しい。で、自分の家の近くにも欲しい。

・実際にまちをつくるのは難しい。でも、こんなまちが・実際にまちをつくるのは難しい。でも、こんなまちが
あったらいいなと思った。あったらいいなと思った。

　中心を大宮と浦和の２つにとり、他の拠点ともつながりながらバランスよく発展させよう
という発想は、さいたま市が目指す「都市計画マスタープラン」（※）と近いものがあります。
良いまちに対する解釈は、大人も子どもも共通していることに気づきました。
　これからのまちは、まさに子どもにとっての未来です。新鮮な子どもの視点を聞き、小
さいころからまちづくりの意識を育て、大人と子どもが対等に対話することが大切。このワー
クショップは、住民参加の一つの答えだと思いました。

埼玉大学 ４年生

王 誠凱さん

良いまちに対する解釈は、大人も子どもも同じ。大人と子どもが対等に対話することが大切。

チーム「re」
・ゲーム感覚で、自分たちでまちづくりを体験できて・ゲーム感覚で、自分たちでまちづくりを体験できて
楽しかった。楽しかった。

・・皆の案を聞いて、自分の考えも広げることができた。皆の案を聞いて、自分の考えも広げることができた。

・やってみることで、今の・やってみることで、今の いたま市が必要としているもいたま市が必要としているも
のが見えてきた。自然を増やしていきたい。のが見えてきた。自然を増やしていきたい。

埼玉大学 ４年生

倉片 くるみさん

　思っていた以上に意見が出て、まとめることが大変な、スピード感のあるワークショップ
でした。スペシャル施設にした商業施設は、さいたま市の伝統を反映させた、スカイツリー
のような観光名所として考えていて新鮮でした。
　公園に川を入れたり、さいたま市の中に新たにまちを描いたり、体の不自由な人に便利
なユニバーサルデザインに配慮するなど、カードにはない独創的な発想に驚きました。
　皆の想いが詰まった、個性豊かなまちになったと思います。

スピード感のあるワークショップ。カードにはない独創的な発想に驚く。

チーム「ka」
・・地図をつくることで、地図をつくることで、 いたま市を実感することができた。いたま市を実感することができた。

・配置は、鉄道や道路、施設などとの関連を考える・配置は、鉄道や道路、施設などとの関連を考える
と難しかった。と難しかった。

・コストに配慮するのが大変だった。ショッピングモー・コストに配慮するのが大変だった。ショッピングモー
ルは、コストが高いので１つにした。ルは、コストが高いので１つにした。

埼玉大学 大学院2年生

中川 明英さん

　子どもたちの知識が豊富で、交通の立地や周辺の環境、首都圏としてまちづくりをとら
えたバランスなど、現実に即した考え方に驚きました。
　また、「安全」がテーマだったことから、私は当然警察は配置するものと思っていたところ、
「警察は置かなくても、安全なまちにしたい」という意見が出て、ハッとさせられました。
　今までは、生活に必要な機能を中心部に集める「コンパクトシティ」の知識に基づいてい
ましたが、「見沼や岩槻に何もないのは寂しい」という意見を聞き、初心に返りました。

「警察は置かなくても安全なまちに」　子どもたちの意見を聞き、初心に返る。

チーム「ra」
・自分が思ったとおり、好きなまちをつくれるところが・自分が思ったとおり、好きなまちをつくれるところが
おもしろい。おもしろい。

・ポイント制限はあるが、皆と相談することで、夢が・ポイント制限はあるが、皆と相談することで、夢が
実現しやすくなった。実現しやすくなった。

・緑とのバランスを考えるのが楽しかった。・緑とのバランスを考えるのが楽しかった。
埼玉大学 大学院2年生

金野 大吾さん

　一見自由に意見を出しているように見えるけれど、子どもはけっこう考えています。たと
えば、病院はどこにあったら良いのか、緑と住居をセットにした方が気持ち良いなど、身
近な生活を意識しながら、バランスの良い、工夫のあるまちになったと思います。
　子どもの視点はまっさらで、発想が自由。私たちの研究はそれぞれが専門的なものなの
で、子どもたちの考えに触れることで視野が広がり、まちづくり全体について考える良い
機会になりました。

視点はまっさらで、発想が自由。子どもは、けっこう考えています。

埼玉大学大学院
理工学研究科 准教授

深堀 清隆先生

誰でも参加できるまちづくり。ユニークな施設でオリジナルの特長を。

ま
ち
づ
く
り
で
発
見
し
た
こ
と

未
来
を
考
え
る
、
初
め
て
の
体
験
！

キ
ッ
ト
を
使
っ
て
、

ま
ち
づ
く
り
を

や
っ
て
み
よ
う
！

都市局まちづくり広報誌「korekara」WEBサイト▶
「korekara」各号の紹介▶各号の個別ページ▶
まちづくり広報誌「korekara」第20号

さいたま市  korekara 検索

　
「
ま
ち
づ
く
り
キ
ッ
ト
」を
実
際
に
や
っ
て
み
る

と
き
に
は
、
施
設
を
た
だ
置
く
の
で
は
な
く
、
そ

の
施
設
に
あ
る
、
た
と
え
ば
動
物
と
触
れ
合
え
る

病
院
、
ア
ー
ト
の
ま
ち
を
走
る
素
敵
な
デ
ザ
イ
ン

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
い
っ
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な

特
長
を
考
え
て
み
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。
公
園
、

学
校
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
と
い
う
施
設
は
一
律
で
は

な
く
、
全
部
が
違
っ
て
良
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
施

設
な
の
で
す
。
そ
れ
が
、
よ
り
個
性
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ち
が
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
愛
着
や

誇
り
が
持
て
る
、
独
自
の
文
化
が
大
切
で
す
。
す

で
に
コ
ス
ト
を
か
け
て
一
気
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す

る
開
発
型
の
ま
ち
づ
く
り
の
時
代
が
終
わ
り
、
地

域
に
も
と
も
と
あ
る
文
化
や
歴
史
、
自
然
環
境
な

ど
を
活
か
し
て
生
活
環
境
を
維
持
し
て
い
く
時
代

に
な
り
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
と
、「
都

市
計
画
」
の
よ
う
に
高
度
に
専
門
的
な
技
術
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い
う
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
行
政
や
専
門
家
の
技
術
や
知
識
で
は

解
決
で
き
な
い
と
こ
ろ
、
場
所
づ
く
り
に
お
い
て

地
域
の
個
性
を
考
え
る
と
こ
ろ
で
、
市
民
が
参
加

し
て
協
働
す
る
意
義
が
あ
る
の
で
す
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
特
長
を
も
っ
た
施
設
で

よ
り
個
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

独
自
の
文
化
を
テ
ー
マ
に

市
民
と
行
政
が
と
も
に
役
割
分
担
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